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とが報告されていることから，R. contractilis の軸足微小管が微小管切断部位を有することが推測された。 
R. contractilis の mRNA-Seq により網羅的な遺伝子配列情報を取得し，微小管動態に関与する候補遺伝子
を同定を行った。微小管切断タンパク質である katanin p60，fidgetin，spastin の遺伝子が同定され，これらの
遺伝子は，R. contractilis において有糸分裂や急速な軸足収縮に関与することが示唆された。R. contractilis は
種特異的な遺伝子重複によって生じた独自の kinesin を有することも判明し，このことは急速な軸足収縮・






















R. contractilis の mRNA-Seq により網羅的な遺伝子配列情報を取得し，微小管収縮に関与する候補遺伝子を同
定した。微小管切断タンパク質である katanin p60，fidgetin，spastin の遺伝子が同定され，これらの遺伝子は，
R. contractilis において有糸分裂や急速な軸足収縮に関与することが示唆された。R. contractilis は種特異的な遺
伝子重複によって生じた独自の kinesin を有することも判明し，このことは急速な軸足収縮・再伸長反応といっ
た細胞運動の特異性に寄与する可能性があることが示唆された。本実験で得られた R. contractilis の網羅的な
遺伝子配列情報は，本種の分子生物学的解析の研究基盤として有用である。 
本研究から，R. contractilis における複数個所における微小管の切断および断片化を伴った急速な軸足収縮
モデルを提案するとともに，網羅的な遺伝子配列情報の解析により微小管切断タンパク質の遺伝子の存在を明
らかにし，今後の分子生物学的解析ための研究基盤を作り上げた。以上のような業績から，本論文の研究内容
は，博士の学位審査の合格に相当すると報告する。 
